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「今を未来につなげる修学旅行のとりくみ」 

～保々地区 18 年間（社会へ）の育ちのプログラムより～ 

三重県四日市市立保々中学校 

Ⅰ はじめに 

１ 本校の概要 

平成 23 年度の本校生徒数は 208 人，学級数は普通学級７（１年生：３学級，２年生：２学

級，３年生：２学級），特別支援学級１で，ここ数年，生徒・学級数等に大きな変動はない。 

本校が位置する保々地区は，四日市市の北西部に位置し，菰野町，いなべ市，東員町と接

している。校区の大部分は，水と緑に囲まれ水田が広がっており，昔からの集落が多い。三

世代同居（敷地内を含む）の家庭も一定数あり，経済的には比較的安定した家庭が多いが，

ここ数年，就学援助家庭の割合は増加傾向にある。現在，外国籍児童・生徒の在籍はなく，

年度内の児童・生徒の異動も少ない。特別支援学級在籍生徒は１～２名である。校区の一部，

校区北部と南部には開発された住宅団地があり，南東部には工業団地が造成されて大工場が

立地している。  

 

２ 『保々地区 18 年間（社会への）育ちのプログラム』と本校の『学校づくりビジョン』 

高校を卒業し，就職した子どもたちのおよそ半数が３年以内に離職し，なかなか再就職で

きないでいる状況が全国的に見られる。その原因としては，自尊感情の低さやコミュニケー

ション能力の不足，生活につながる基礎学力や粘り強さの不足などがあげられている。 

保々地区では，平成 20（2008）年，地区内の保育園・幼稚園・小学校・中学校・周辺の高

校・人権プラザが連携し，地域の子どもたちの実態や現実から深く学び，「今を未来につなげ

られる子」，すなわち「自己実現できる子」の育成を目指して，『保々地区 18 年間（社会への）

育ちのプログラム』を作成した。この中では，今の子どもたちに将来につけたい力を，『豊か

な感性』『やり切る態度』『生きぬく基礎』の３本柱とし，これらをつけるために６つの視点

「だいすき」「つながる」「じっくり」「やってみる」「すこやか」「まなぶ」を設定し，５つの

ステージ別につけたい力を示した（次頁参照）。子どもたちが自らの特性をみつめ，自らの生

活を切り拓き，社会的自立を目指すキャリア教育は，以前から校区内で連携して重点的に取

り組んできた人権・同和教育の目指す「進路保障」の取り組みでもある。 

そして平成 21（2009）年度，保々地区の保・幼・小・中・高・人権プラザの職員が同じこ

の『プログラム』を基にして将来の共通の子どもの姿を描いてキャリア教育の取り組みをス

タートさせた。本校でも，この『プログラム』との関連を図って『学校づくりビジョン』（次

頁参照）の指導の重点等を設定し，教育活動に取り組んでいる。また，学校行事をはじめと

した特別活動や総合的な学習の時間，校区の保・幼・小・高との合同研修会（教科授業の参

観等）においては，この『プログラム』を活用して指導を行ったり，ステージ別のつけたい

力が個々の幼児・児童・生徒につけられているのかなどについて研修を深めたりしている。 
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めざす
生徒像

平成22～
25年度

保々中学校

学校づ くり

ビジョン

平成 22～
25年度

保々中学校

学校づくり

ビジョン

大好き・つながる
自分に自信を持ち、さまざまな出会い

の中から仲間とつながる力を身につける

じっくり・やってみる
目標実現のため、見通しをもち、ねばり強く実行
し、振 り返 り、チャレンジする力を身につける

すこやか・学ぶ
健やかに生きていくための健全な心身
の発達と生きる力の基礎を身につける

生きぬく基礎豊かな感性 やり切る態度

(1) すべての教科において生徒と生徒が
つながる学び合いのある授業を行います

(2) 話し合いのルールやマナーの定着、コ
ミュニケーション能力を高める指導を行な

います
(3) 学級・生徒集団づくりに力を入れ、人

権教育や道徳教育を充実させます

(4) 体験的な学習（修学旅行、自然教室、
職場・福祉・高校生活体験等 ）を充実させ

ます
(5) 自己学習力（自学自習の力）を育てる

指導に取り組みます
(6) 教師が一方的に教え込むだけではな

い問題解決型の授業にも取り組みます

(7) 数学や英語科等における少人
数授業や個に応じた指導を充実さ

せます
(8) 時間、服装、あいさつ、そうじ、

提出物の指導に力を入れます
(9) 食育 ・生活リズムの指導や教

育相談に力を入れます

平成23年度の重点 ・目標数値 平成23年度の重点・目標数値 平成23年度の重点・目標数値

＜自尊感情（自信や

誇り）を高めます＞

・ 学び合い学習と仲間づくりについ
ての指導を重点的に行います。

○ 「自分にはよいところがあると思
う」という生徒の割合を80%以上にし

ます。

＜主体的に物事に取り

組む力を育てます＞

・生徒のPDCA能力の向上に向けた
指導を重点的に行います。

○「自分で目標を立てて計画して自
主的に取り組むことが増えている」と

いう生徒の割合を80%以上にします。

＜学習習慣を

つけます＞

・ 生徒の学習習慣の定着に向
けた指導を重点的に行います。

○「家庭学習の時間が1時間以
上」という生徒の割合を80%以上

にします。

(10) 教師力および組織としての学校の力を高めます (11) 家庭や地域等との連携を強めます (12)  開かれた学校づくりを進めます

平成23年度の
重点・目標数値

＜生徒の防災意識や地域への愛着の気持ちを高めます＞
・ 学校集会や地区別集会、避難訓練、三者懇談会の場などで生徒や保護者に防災訓練や地区行事への積極的な参加を呼びかけ、部活単位で
も協力します。
○平成23年度の各地区防災訓練（8、9、10月実施予定）への参加生徒の割合を30%以上にします。

『平成 23～25 年度 保々中学校 学校づくりビジョン（平成 23 年度の重点・目標数値）』

『保々地区１８年間（社会への）育ちのプログラム』ステージ別のつけたい力  
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Ⅱ 東日本大震災による修学旅行の目的地・実施方法等の変更 

本校は，これまで東海三県中学校修学旅行委員会の連合体輸送にずっと参加し，東京・千葉

方面を目的地として２泊３日の日程で修学旅行を実施してきた。しかし，今年３月 11 日に発生

した東北地方太平洋沖地震による東日本大震災のため，昨年度末から様々な対応が必要となり，

平成 23 年度の修学旅行については，目的地や実施方法等を変更せざるを得なくなった。このよ

うな状況の中で，本校は，本市教育委員会の指導・助言や本市中学校長会による調整等を通じ

て危機管理に努め，保護者・生徒の理解・協力を得ながら今年度の修学旅行の取り組みを進め

てきた。 

以下に，東日本大震災による目的地や実施方法等の変更にかかわる昨年度末から 23 年度当初

にかけての本校の対応内容を時系列で示す。 

 

３月 22 日（火） 本県教育委員会からの『東北・関東地方における教育活動の実施予定に係る

調査』に対して本校は，「３月 22 日現在，関東方面への修学旅行を計画通り実施する予定」と

回答する。同時に，本校から旅行取扱業者に対して，広島方面への代案検討を打診する。 

３月 23 日（水） 本市教育委員会から『修学旅行についての検討』依頼文書が出される。  

３月 25 日（金） 本校から旅行取扱業者に対して，広島方面への具体的代案作成を依頼する。 

３月 28 日（月） 旅行取扱業者から本校に，「６月 20 日出発２泊３日の日程，費用 58,000 円以

内，広島・神戸・大阪方面へ変更可能」との回答がある。  

３月 28 日（月） 本市中学校長会役員会で修学旅行にかかわる県内各地域，本市各中学校の状

況確認，本市中学校長会としての方向性の検討等が行われる。  

３月 29 日（火） 本市中学校長会役員会担当より，「本市中学校長会として，修学旅行について

の足並みを（一定）そろえる必要があり，実施時期，または方面の変更について

各校で検討する」との指示・調整の連絡が本校校長に入る。  

  

23.3.23   四日市市教育委員会指導課からのメール文 

中）関東地方への修学旅行等校外学習の実施について（依頼） 

各中学校長様  

関東地方への修学旅行等校外学習の実施について（依頼）  

みだしのことについて，今回の東北地方太平洋沖地震の影響を受け，関東地方を修学旅行先として計画して

いる学校に置かれましては，実施の時期や内容等，検討していただいていることと思います。 

つきましては，下記の視点により検討の上，適切に判断していただきますよう願います。 

 １ 検討の視点  

（１）関東地方への修学旅行の実施については，地震の影響によって現地の状況が変わっていることが考えら

れるため，生徒の安全確保を第一に考え，関係業者や現地等にその確認をしながら万全の体制をとるよう

努めること。  

（２）現地の状況（見通しを含む）によっては，実施時期及び見学先や見学方法（分散を団体へ）の変更等も

視野に入れた対応をすること。  

（３）計画を変更する場合は，生徒や保護者への説明を十分に行い，理解が得られるよう努めること。  

 ２ 参考資料  

（資料１）東北地方太平洋沖地震の影響に伴う修学旅行実施についての旅行会社との情報交換内容  

（資料２）旅行契約の解除又は参加人員の変更に伴う一部人員に係る契約の解除  

（資料３）関東地方等の各施設の被害・営業状況(３月 18 日現在)



 4

※ ３月 29 日時点での県内各地域，本市各中学校の状況 

県内他市では，修学旅行の行き先，実施期日の変更を検討しているところが多く，修学旅

行について「市教委の承認・許可制」をとる他市では市教委がストップをかけて方面変更を

指示しているところがあるとの情報が入る。本市は「市教委への届出制」をとっているが，

ほとんどの中学校で東京方面から広島・神戸方面への変更を検討（決定）しており，一部，

都内行動を分散から団体に変更するのみの予定の学校もあった。また，劇団四季のキャンセ

ル問題が課題になっている学校も多い状況にあった。 

３月 29 日（火） 校長，教頭，学年主任で会議を開き，「６月 20 日出発，広島・神戸・大阪方

面に変更」とし，年度初めの職員・保護者・生徒への連絡等について確認する。 

３月 29 日（火）～３月 31 日（木） 東海三県中学校修学旅行委員会担当の本市中学校長から「東

海三県中学校修学旅行委員会事務局への確認事項」をはじめ，「連合体参加辞退届

書式」「連合体参加辞退届に必要な新幹線等の予約内容一覧表」｢近鉄利用報告用

紙｣「辞退届例」などがメールで送付される。 

４月１日（金） 職員会議で「６月 20 日出発，広島・神戸・大阪方面に変更」について説明・

確認する。また，同日夜開催の PTA 本部役員会で説明し，理解・協力を依頼する。 

４月２日（土） 本校より東海三県中学校修学旅行委員会事務局へ「連合体参加辞退届」を郵送

し，修学旅行委員会担当の本市中学校長へ｢近鉄変更届｣を送付する。  

４月６日（水） ３年生徒へは学年集会の場で，保護者へは配付文書にて，「関東地方における

今後の余震の発生や計画停電の実施など安全上の理由により行き先を広島・神

戸・大阪方面に変更して６月 20 日に出発する」ことを説明する。 

４月７日（木） 東海三県中学校修学旅行委員会担当の本市中学校長から「新幹線のキャンセル

料の発生なし，新幹線片道利用時の特急料金割引なし」のメールが入る。 

４月 22 日（金） ３年保護者対象の修学旅行説明会で「６月 20 日出発，広島・神戸・大阪方面

に変更」を確認し，今後の取り組み等について説明する。 

 

本校は，以上のような対応を行ったが，生徒の反応としては，当初は一部，「大阪や USJ はこれ

までにも家族や小学校時の修学旅行で行ったこともあるので東京方面がよかった」との声も聞か

れた。しかし，テレビ等でずっと被災地の映像等が流される中で，「行き先等の変更ぐらいは仕方

ない」「被災された方のことを考えれば修学旅行に行けるだけでも幸せ」と考えた生徒も多く，そ

の後の修学旅行に対する取り組み姿勢も前向きであった。保護者についても，今回の変更等は安

全上の理由からのものであり変更等に対する否定的な反応等は全くなかった。 

また，安全面を最優先とした本市教育委員会の指導・助言と本市中学校長会による調整等がう

まく機能するとともに，東海三県中学校修学旅行委員会事務局のご協力により，本校ではスムー

ズに変更の対応や必要な事務手続きをとることができた。最終的に，連合体輸送に参加していた

本市中学校 19 校は，すべて目的地を広島等の西方面へ変更して今年度の修学旅行を実施した。 
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Ⅲ 平成２２（2010）年度の実践  

１ 修学旅行の位置づけ（保々地区 18 年間【社会へ】の育ちのプログラムより）とねらい  

 

 

 

 

 

 

 

「１８年間（社会へ）の育ちプログラム「今」を未来につなげられる子」   ２０１０年度の取り組み 

本校では校外学習として，1 年

生で自然教室（2 泊 3 日），2 年

生で社会見学（本学年は名古屋

分散学習・劇団四季観劇）職場

体験実習 3 日間，そして 3 年生

で修学旅行を行っている。よっ

て修学旅行は 3 年間の校外学習

のまとめとして位置づけている。

また，保々地区で一体となって

「今を未来につなげられる子」

の育成のために取り組んでいる

「保々地区版キャリア教育『18

年間育ちのプログラム』」のつけ

たい３つの力（６つの視点）育

成のための１つの手段として位

置づけている。  

２０１０年度の修学旅行では，

左記プログラムに照らして，本

学年の弱みである「つながる」

と「やってみる」の力の向上の

ため，①「生徒が自主的に進め

る活動をたくさん取り入れる」，

②「集団としての自治意識を向

上させる取り組みを進める」，③「2 年時の職場体験（職業観・勤労観の育成向上）をさらに 3 年

時でも積み上げ『キャリア発達』に結びつけていく」ことをねらいとした。  

保々中生の弱み①  

つながりはあるが，固定化され

たつながりであるため，自分を

語り合い，集団として高まろう

とするところまではいかない。

保々中生の弱み②  

新しいことに挑戦したり，自ら

積極的に実践していこうとす

る自主性が弱い。  

授業を通して 
○教科の授業・人権学
習・総合学習  

 

学校生活を通して 
○学級・部活などでの
なかまづくり  

学校行事を通して 
○各指導部による取り
組み・学校行事  
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 修学旅行の目標  

・ 自分たちの知りたいこと，学びたいことを課題として活動計画を作成し，  

  意欲的に課題学習 .分散学習に取り組む。【やってみる】【じっくり】  

・ 取り組みを進める中で，互いを認め合い，理解しようとする姿勢を身につける。  

【だいすき】【つながる】  

・ 日本の政治経済の中心を訪れ，新たな発見をするとともに，平和に関する見学  

施設を訪れ，平和な世の中を守るために自分自身にできることを考える。  

 【まなぶ】  

・ 集団行動を通して，安全に配慮しつつ，協力して取り組むことの大切さや社会  

生活のマナーを学習し，これからの学校生活にいかす。【すこやか】  

  

２ 日程（行程）について  

  
 

 三岐保々駅  近鉄富田    名古屋  東京   

 7:40頃集合 8:11⇒8:28着 8：34⇒9：04着 9：38⇒ ・・・のぞみ116号（昼食・弁当持参）11:20着  

 

……官公庁ウォークラリー（班別）……12：50 …国会議事堂見学…13：50  

          

 

 
 ５ 

 ／ 

 12 
 
 水 
 

 13:50発 ⇒地下鉄⇒15:00着 ディズニ－ランド～ 21:00から 

 

 21:30までにホテル（ヒルトン東京ベイ：千葉県浦安市舞浜1－8 ℡047-355-5000）  
 

 

 ホテル      班別課題学習（都内職場訪問）   

   8:30  ⇒   途中チェックポイントを通る  おおよそ2箇所の訪問    ⇒ 
 
 日の出埠頭    サンセットクルーズ      東京夜景バス見学  

 

 
 ５ 

 ／ 

 13 
 
 木 
 

 15:45集合  …… 16：20～18：20着……18:40→(東京タワー・レインボーブリッジ・東京スカイツリー・

                                                   バス内夜食あり 

東京ドーム)→20：30着 ホテル（第一ホテル両国）東京都墨田区横網1-6-1  ℡03-5611-5211   
 

 

 ホテル                   第五福竜丸展示館 

9:00  ⇒ 地下鉄（両国⇒月島⇒新木場）9：30…  10：30新木場⇒ 

お台場分散  東京テレポート駅      東京駅 

…11：00  14：00…       14:38 ⇒15：19  16：13発⇒ 

        名古屋     学校  解散 

 

 
 ５ 

 ／ 

 14 
 
 金 
 

  …のぞみ237…⇒17:57 18:15→ （貸切バス） →19:15頃 解散式 荷物受け取り   
 

  
２０１０年度実施要項：取り組みの中で重視したのは，自主的な活動を促すための班別活動  

【1 日目…官庁街ウォークラリー 2 日目…東京版職場体験学習 3 日目…お台場分散活動】  

である。3 日間とも生徒自らでコース作り・課題設定を行った。  

 

 

育ちのプログラムに照

らし合わせて・・・  
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３ ねらいを実現させるための具体的な取り組み  

(１ )課題学習  ２日目・・・課題学習⇒東京版職場体験学習の実施について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記実施要項にそって，２０１０年度は，職場体験東京版を行った。５ページに示した，2 年時

に行った職場体験で得た職業観・勤労観をさらに育むため，東京ならではの体験場所（企業の本

社・出版編集社・放送社・官公庁・東京伝統工芸など）を自分たちで計画し，申し込みをし，連

絡を取り合うなど，2 年時の職場体験で行ったことを継承発展させながら取り組んだ。5 月の中

旬での体験学習を 4 月に申し込むといった時間がない中での取り組みであったため，希望体験先

に申し込みを断られるといった困難を経験する班もあったが，全班体験先を決定することができ，

当日も大きなトラブルなく，無事学習を終えることができた。体験先から帰ってくる子どもたち

の顔には充実感が漂っていた。  

 修学旅行グループ別課題学習（東京版職場体験） 実施要項
１．ねらい  
・修学旅行の機会を利用し，日本の首都東京で興味関心を持っていることがらについて学習   
し，今後の中学校生活や進路選択に役立てる。  

・訪問先を自分たちでテーマにそって選び，依頼の仕方，当日の活動等においての礼儀作法を身
につける。  

２．活動グループ  
学級での生活班とする。  

３．課題設定の方法  
  テーマを決め，ア・イにおいてそれぞれ 1 箇所決定し，自分たちでコースを選定する。（合  

計 2 箇所）  
 ア  
 ①興味関心のあることがらの中で，この修学旅行の機会を利用して学習や体験ができそうなもの

を探す。  
 ②一般には公開されていない場所に行ったり，普段は話を聞けないような人に会ったりするのも

良い。  
 ③時間内での体験や聞き取り学習を行っても良い。  
 ④一般に公開されていて，見学だけの場所は避ける。一方的な見学ではなく，質問にも答えても

らえるような双方向のコミュニケーションがとれるようにする。  
 ⑤事前に電話で連絡し，訪問が可能か確認をとっておく。  
  アに関しては，学校でも，過去の訪問場所や，体験先名簿一覧があるので，それらを参考に決

定しても良い。  
 イ  
①博物館，美術館，記念館など都内にある見学施設を（テーマにそった場所），見学・学習  
する。  

②事前予約や確認が必要か否かは自分たちで調べておく。  

注意事項  
 ①交通費・入場料などの費用は自己負担（お小遣いの中より）  
 ②活動時間は，ホテル（舞浜）発（9 時ごろ）からサンセットクルーズ（日の出埠頭集合）の集

合時間（15 時 45 分）までとする。（現地までの所要時間を考慮する。）  
 ③昼食は各グループでとる。  
④チェックポイントを（後日決定）を必ず通過し，チェックを受ける。（または電話連絡とする）  
⑤できる限り前半の見学地は山手線沿いまたは内部とし，近くに公共交通機関の駅がある所とす
る。  

⑥他の班と共同することは禁止とする  
運賃計算，路線検索は各班で資料，インターネットで調べる。  
※ 都内の電車や地下鉄はほぼ 5～6 分間隔で運行されているので乗り継ぎに必要な時間は，
正確な時刻表でなくとも大体計算できる。  

※ 同じ駅でも乗り換えに数分かかるところ，また，違う駅名でも実はつながっているところ
もあるので路線図をよくみること。  

※ コースができたら先生にみてもらい適切であるか判断してもらう。  
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修学旅行：2日目課題学習訪問場所一覧
A1 A2 A3 A4 A5 A6 B1 B2 B3 B4 B5 B6

リーダー
メンバー

テーマ
東京の教育・環
境政策につい

将来に向けて 動物について
考える

身のまわりの
「物」を調べよう

通信 日本の未来を
考える

未知の世界を
知る「食」「詩」

科学 東京の芸術的な
技術にふれる

「食」と「情報」 商品開発につ
いて学ぶ

「お笑い」を学
ぶ

ア
東京都庁 日本獣医生命

科学大学
上野動物園 造幣局（東京） ていぱーく パナソニックセ

ンター
ハーゲンダッツ
ジャパン

ソニーショー
ルーム

ＮＨＫスタジオ 東京デザート
ファクトリー

ロッテ 吉本興業

イ
電力館 東京都庭園美

術館
日本テレビ 戸栗美術館 日テレ・東京タ

ワー
明治神宮 相田みつお美

術館
電力館 109 ＮＨＫスタジオ

パーク
上野動物園 しょうとう美術館

早出
舞浜駅
東京駅

舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅 舞浜駅
新木場 新木場 新木場 新木場 新宿3丁目駅

東京駅 国際展示場駅 東京駅 銀座一丁目駅 東京駅
東京駅 大手町駅 市ヶ谷

新宿駅 新宿駅 東京駅 永田町駅
上野駅 永田町駅 志村坂上駅

新宿散策 渋谷駅 相田みつお美術館 初台 吉本興業

東京都庁 新宿駅 国立西洋美術館 渋谷駅
教育委員会 ていぱーく パナソニック

武蔵境駅 センター 東京デザート
ファクトリー 新宿3丁目駅

渋谷駅
新宿駅 日本獣医生命 戸栗美術館 東京駅 ＮＨＫ放送センター

科学大学 国際展示場駅
上野動物園 大崎駅 渋谷駅 ソニー

渋谷駅 （見学） 原宿駅 ショールーム ロッテ
１０９しょうまつ

東京駅 渋谷 美術館
渋谷（昼食） （昼食） 新橋駅 原宿（昼食） （昼食）

（昼食） 銀座駅
上野 渋谷 志村坂上駅

武蔵境駅 （昼食） 渋谷駅 渋谷駅 （昼食） 巣鴨駅
池袋駅 渋谷駅 【新宿中央公園】

新宿駅 日テレ 中目黒 原宿駅 （通過）
電力館 目黒駅 （徒歩19分）

上野動物園 明治神宮 昼食
（聞き取り学習） ハーゲンダッツ 電力館 原宿・竹下通り 新宿駅
上野駅 造幣局 ジャパン 渋谷駅

109 原宿駅
東京都庭園 新橋駅 新橋駅 原宿 上野駅
美術館 （徒歩19分） 浜松町駅 中目黒 原宿駅

渋谷 渋谷駅

日テレ 浜松町駅 ＮＨＫスタジオ 上野動物園（昼食）竹下通り
渋谷駅 東京タワー パーク

池袋駅 渋谷駅 渋谷駅
目黒駅 原宿駅 日の出埠頭 渋谷駅 上野駅 原宿駅

浜松町 汐留駅 （徒歩） 日の出駅 表参道駅
浜松町 日の出駅 浜松町駅 浜松町駅 新橋駅 新橋駅 浜松町駅 浜松町駅

日の出埠頭 日の出埠頭 日の出駅 浜松町駅
日の出埠頭 日の出埠頭 日の出埠頭 日の出埠頭 日の出埠頭 日の出埠頭 日の出埠頭 日の出埠頭 日の出埠頭

料金合計 720円 1220円 880円 790円 920円 1080円 1650円 930円 780円 1420円 1100円 1010円

訪問先

14:00

12:00

11:00

9:00

10:00

11:30

12:30

13:30

14:30

15:30

16:30

16:00

15:00

8:30

9:30

10:30

13:00

修学旅行職場体験学習一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職業体験東京版・・・各訪問先のようす  

Ａ組 1 班 訪問場所：東京都庁教育委員会  

～教育について～  

東京の学校ではどんな学習を大切にしているか，環境

についてどんな取り組みを学習しているか。  

⇒小１問題（中１ギャップ）では小１・中１の学年に

先生を多く入れて早く慣れるようにしている。  

教頭先生のことを副校長という。  

年に１回，道徳の授業を地域の人に公開している。  

  Ｂ組 6 班 吉本興業東京本社  

決まりごと⇒あいさつは基本！・約束は守る・時間におく  

れたりすると仕事がなったりすることもある。  

仕事内容⇒・お笑いのお仕事・ＤＶＤの作成・サイト，ＨＰ  

の更新など  

＜最近はいろいろな会社と提供して仕事をしている＞  

吉本興業は東京と大阪に本社がある。お笑い芸人は公表しているだけで約８００人！！最近では，

ＮＳＣ学校を卒業する人が多いため会社も正確には判断できていないそうだ。  
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〈行動計画〉 A組 B組
時間 １班 2班 3班 4班 5班 6班 １班 2班 3班 4班 5班 6班
班長

班員

法務省 皇居外苑

警視庁 警視庁 最高検察庁 警視庁周辺 最高検察庁

警察総合庁舎 二重橋 警視庁

弁護士会館 警察庁 外務省 法務省 厚生労働省 農林水産庁 日比谷グリーンサロン

国土交通省 特許庁 経済産業省 厚生労働省

東京地方裁判所

東京高等裁判所 総務省 文部科学省 国土交通省 平和の像 総務省

農林水産省 警視庁 金融庁 東京地方裁判所 警察庁 警視庁 衆議院南門

警視庁 海上保安庁 総務省 海上保安庁 最高裁判所

国土交通省 外務省 井伊直弼邸跡 海上保安庁 外務省 内閣総理大臣官邸

伊藤博文公像 警察総合庁舎 国会議事堂駐車場

国会議事堂駐車場 最高裁判所 国会議事堂駐車場 国会議事堂駐車場 集合地点

国会議事堂駐車場 国会議事堂駐車場

☆は記録ポイント

12:40

12:45

12:20

12:25

12:30

12:35

12:00

12:05

12:10

12:15

11:40

11:45

11:50

11:55

 Ｂ組 5 班 株式会社 ロッテ  

活動内容・・・・ロッテさんが用意してくださった  

ビデオを見た。  

・質問を事前に送って質問の答えを聞いた。  

△新商品の開発△一年で３０～４０！！  

⇒残るのはなんと！１，２個  

ロッテの名前の由来など・・・  

  Ａ組 2 班 日本獣医生命科学大学  

質問項目⇒・獣医師の仕事について・獣医師が活躍  

するところ・動物病院とは・獣医師になるには  

・大学で勉強すること・獣医に必要なこと・今まで  

の勉強で役立ったこと  

 

その他・・・「上野動物園（飼育係）」「造幣局」「ていぱーく」「パナソニックセンター」「ハーゲ

ンダッツジャパン」「ソニーショールーム」「ＮＨＫスタジオ」「東京デザートファクトリー」    

 

(２ )～「やってみる」「つながる」力の向上のための取り組み～  

１日目 官庁街ウォークラリー           目的官庁街を観て中央省庁の様子を知る  

コース皇居前楠木正成像～国会議事堂駐

車場（徒歩約 1 時間のコースをつくる）  

隊形 班別で行動する  

時間 5 月 12 日（水）11:40～12:40 

出発地 皇居前楠木正成像前      

目的地 国会議事堂駐車場  

実施方法 スタート順⇒後日抽選にて決定  

ルール 各班で永田町，霞ヶ関内を散策す

る。1 箇所で班行動のようすの写真または

記録をとる。（他の人の迷惑にならないようにする）  

注意点 必ず班行動をする。12 時 30 分に

なったら，急ぐ（この場合，多少コースを

外れてもいいので最短コースで来る）緊急

事態時は近くの先生に知らせるか，本部携

帯電話まで連絡する。  
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修学旅行３日目 お台場分散学習について  

・第五福竜丸展示館での学習活動から，班別で行動し，お台場にて分散学習をする。  

①班活動の開始は第五福竜丸展示館で説明を受けた後とする。   

②展示館では，班でまとまり行動し，全員が記録をし，  

事後の学習に活かせるように活動する。  

③展示館での学習後，各班は新木場から切符を購入し，りん  

かい線で東京テレポート駅へ向かう。【駅がチェックＰ】  

④おおよそ東京テレポート駅着を 11 時とし，お台場での活  

動を 11 時スタートとして計画する。              ↑お台場分散のようす  

⑤昼食は各班でとり，必ず昼食の（場所，時間）を設定する  

⑥東京テレポート駅前に 14：10 までに必ず集合する。       

⑦他の班と共同することは禁止とする（見学場所が偶然重なるのはかまわない）  

⑧入場料金・移動料金は各自負担とするのでしっかりと調べ用意しておく。  

事後学習   学習発表会のようす（６月１９日 土曜日）          

東京職場体験学習の内容を各班がまとめ学校オープンデーの日に保々保育園・幼稚園・小学校の

職員，地域の方，保護者を対象に発表した。各班 5 分の発表時間で行った。また，修学旅行終了

直後にかいた班新聞も発表場所で掲示された。当日はたくさんの参観者を前に少し緊張しながら

もしっかりと各班が発表しあうことで，学びを交流しあうことができた。  

 

 

        

 

 

                   

 (３ )２０１０年度の取り組みを振り返って   ２０１０年度の修学旅行では，左記のように  

個人で「育ちのプログラム」にそった目標をたて毎日，その反省を続けた。なかまとの「つなが

り」の強化と，積極的に「やってみる」意欲の

向上を見受けることができた。また，体験学習

によって，「調理関連の職に進みたいと思うよう

になった（ロッテ訪問）」や，「栄養士になりた

い。そのために高校も調理関連の学科に進みま

す（ハーゲンダッツ・ジャパン訪問）」といった

自分の生きかたに結びつける取り組みになった

生徒もいるなどの成果があった。           

 

個人で修

学旅行で

の６視点

目標をた

て毎日振

り返った。

そのとき

の個人シ

ート 
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           学級目標を決めよう 
１ 目的 

   ○学級の一員としての自覚をもち、学級の一人ひとりの期待や抱負を大切にして、学級共通の

目標を自分たちの話し合いで決定する。     

２ 進め方  

○司会記録は学級役員（学級委員・書記）   

 
 

 進め方         内       容     
 

はじめ 

 

 

提案 

 

  

 

 

 

方法 

 

 

 

 

 

 

 

○議題を板書する。 

『学級目標を決めよう！』 

【だいすき】 【つながる】 【じっく り】 【やってみる】 【すこやか】 【学ぶ】 

「今から，学級目標についての話し合いをします」  

  

○提案理由の説明をする。 

・学級目標の必要性や全員で決めることの大切さについて，学級委員が話す。 

 

 ○学級目標の決め方を説明する。 

１ 『育ちプログラム』の６視点をもとに考える。 

  自分たちのクラスは、どんな力をつけていきたいか、1年後どんなクラ スで卒業し

たいか・・など“めざすクラス像”を、一人一人が考える。  

みんなの願いや意欲や期待などの表れているキーワードを見つけたり考えたりし

て，カードに書こう。 

  

 ２ 班で同じ内容のカードをまとめて画用紙に並べる（貼る）。 

 

 ３ 班で，みんなの願いや意欲をまとめた目標（6つを考える）を決める。  

 

 ４ 班で考えた６視点をも とにした目標の候補を黒板に書く 。 

 

 ５ 話し合いで決定する。（６つ） 

 

 ６ ６つをもとに、学級目標を決めるための話し合いをする。 

自分たちのクラスにふさわしい目標をひとつの言葉（文）にする。 

 

 ７ 学級目標を決定する。 

 

 

Ⅳ 平成２３（2011）年度の実践   １ 保々地区版育ちのプログラムでの位置づけとねらい  

 

 

 

★ ありのままの自分を知り，いいところを伸ばし，苦手と向き合っていこう！  【だいすき】 

 ★ 相手の思いを聞きながら，自分の本当の思いを伝えられるつながりをつくろう！【つながる】 

 ★ 苦しいことや逃げ出したいことも，最後まで遣り通そう！          【じっくり】 

 ★ 自分の殻を破り，自分から積極的に挑戦していこう！            【やってみる】 

 ★ 保々中の最上級生！ルールやマナー・約束を守る姿勢を大切にしよう！    【すこやか】 

 ★ 目標を立てて，学習を継続的に進めていこう！               【まなぶ】 

                            

       

        

 

 

 

 

 

 

２０１１年度・３年生の学年のようすより，この学  

年の『保々地区 18 年間（社会へ）育ちのプログラム』 

にそった目標をみんなで考えた。その結果，本学年  

の目標として，【つながる】⇒相手の思いを聞きなが 

ら，自分の本当の思いを伝えられるつながりをつくろ 

う！【やってみる】⇒自分の殻を破り，自分から積極 

的に挑戦していこう！を重点的に上記の 6 視点にそ 

った目標を挙げた。そして，その目標に向けての取 

り組みの１つとして「修学旅行」に関して以下のスローガンと６視点での目標をたてた。また， 

この学年は『ありがとう』の気持ちで「つながり」 

あえる取り組みを進めており，修学旅行では 

感謝の気持ちでつながりあう取り組みを自分 

たちで進めていく』ことを第一目標として（「 

やってみる」「つながり」）『みんなとつながる』 

と『実行委員はもとより自分たちで進める取り 

組み』そして本年はさらに，（「まなぶ」）⇒ 

３年生のスタートです！！ 

～目標をもって取り組もう～ 

個人の 6 視点・目標↓  

 

    修学旅行の目標・実行委員より 
 

○全体スローガン 

   ○あ いさつをしっかりし             

   ○り ょこうさきではめいわくをかけず 

   ○が くしゅうをしっかりし 

   ○と もだちときょうりょくしあう 

   ○う ちらさいこう 

 

               

          

 

 
 

 

豊かな感性  

班で協力し合い、平和学習

に取り組み、意見が言い合

えあるなかまになる。 

やり切る態度 

粘り強く、人に任せない

で、自 分で挑戦してい

く。 

生きぬく基礎 

保々中生として自覚をも

ちその場にあった行動を

する。 
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⇒広島・神戸を訪れることで，戦争や震災によって破壊されたまちがどのように「復興」に向け

歩んできたかを「まなぶ」ことも重点目標に入れた。 

 ２０１１年度の修学旅行は当初は東京方面を予定していたが，東日本大震災の発生を受け，訪

問先を急遽，広島・神戸方面に変更した。これは，いろいろな事情がありながらも，何よりも第

一に「復興」に向けた歩みを「広島」「神戸」から学ぶことの大切さを感じたからである。 

２ 日程について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成のための手立てとして①「実行委員を中心に自分たちでいろいろと決めていくこと」，  

②「広島・神戸では自分たちで考え・調べたコースで班別分散活動を行う」，③「平和の大切さ

を実感する」，（平和学習）を中心的な柱として据えた。そして事後学習では個人新聞のほか，「復

興」というテーマを掲げ，修学旅行を通して学んだことを発表することにしている。  

２０１１年度 修学旅行行程表        

   目的地  広島県（広島市），兵庫県（神戸市），大阪府（大阪市） 
 

 
 
 ６ 

 ／ 

 20 
 
 月 
 

 

 7:15集合三岐保々駅 7:50⇒8:07着近鉄富田駅（急行）8：18⇒8：47着名古屋駅9：25

              

⇒ のぞみ101号（昼食・弁当持参着11:45広島駅11：55 ⇒平和公園周辺・平和公園内碑巡り（班 

 

別学習）…13：30平和公園内集合･平和記念資料館見学…14：20平和祈念館集合 

 

14：30平和講演15:30…15:40平和記念資料館○再見学…16:20移動→17:10宮島口着～

 

17：20宮島17：30…厳島神社…宮島18：45～宮島口18：55→19：40ホテル・夕食 
      （グランドプリンス広島：広島市南区元宇品町23－1 ℡082-256-1111）         

 
 

 ホテル8：00 → 9：00広島駅9:42発⇒のぞみ118号 11:01着新神戸駅……神戸班別

 

分散学習（チェックポイント通過） …17：30ポートタワー集合…全体で夕食 →  

                              （南京町） 

→20：30頃 ホテル（シエラトン都ホテル大阪：大阪府大阪市天王寺区上本町6 ℡06-6773-1111） 

 
 

 21 
 

 火 
 

 

 

 

ホテル9:00→9：30ユニバーサル・スタジオ・ジャパン15：00→18：00頃 学校着

 

 

 22 

 水 
 

 

           ⇒電車    →バス   …徒歩移動  ～フェリー 
   ※服装・持ち物・きまりは実行委員会にて決定 

    組織 実行委員会（各クラス６名）･･全体の決まり、指揮、部屋・座席割り振り、しおり

（各クラス学級委員・書記を含む）                 反省など 

     各係･･各班内にて係（一人一役）を決める【班長・副班長・活動・保健・美化･記録】

     班長…集合点呼・班員への指示・班のまとめ．本部への連絡係 

     副班長…班長の補佐・生活．規律．行動面での呼びかけ 

     活動…地図案内・計時          保健…班員の健康管理・体調チェック 

     美化…新幹線．バス・行動中の美化活動  記録…訪問先での記録・記録写真 

⇒全員が心がけること、行うことの中心になることです。 

        ※部屋内美化・部屋での生活面・個人での記録などは全員が行う。 
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活動計画
月 日 曜 修学旅行（学活・総合）関係 実行委員会（放課後）

5 9 月 修学旅行に向けて班設定（1時間） 第1回実行委員会（スローガンについて）

10 火 スローガン・ルール討議（1時間）

11 水 神戸分散学習班別コース決め（2時間） 第２回実行委員会（スローガン決定・ルール討議）

12 木 神戸分散学習班別コース決め（1時間）

16 月 神戸分散学習最終決定 第3回実行委員会(持ち物・ルールなど）

19 木 ルール実行委員より提案・学級討議（1時間）

23 月 広島平和学習コース班討議（1時間） 第4回実行委員会(部屋・座席・など）

25 水 広島平和学習コース決定（1時間）・班内係決め

27 金 第5回実行委員会（ルール・持ち物討議・しおり作成）

30 月 実行委員より説明・討議（1時間） 第6回実行委員会（学級討議を受けて）

2 木 部屋割り・新幹線座席きめ（1時間） 第7回実行委員会（ＵＳＪ活動形態）

3 金 しおり原稿締め切り

6 月 第8回実行委員会（講演に向けて）

7 火 ＵＳＪ活動形態について（1時間） 第9回実行委員会（ＵＳＪ活動形態）

8 水 ＵＳＪ教育プログラムについて（1時間）

9 木 しおり綴じ（1時間） 第10回実行委員会（ＵＳＪ活動形態）

13 月 ＵＳＪ活動形態について（1時間） 第11回実行委員会（ＵＳＪ最終確認）

14 火 第12回実行委員会（広島について）

15 水 学年集会　しおり説明（1時間） 第13回実行員回（各セレモニーについて）

16 木 事前指導・最終確認

19 日 事前指導（荷物発送）

３ ねらいを実現させるための具体的な取り組み  

(１ )『やってみる』力の向上のため①  ～実行委員を中心に自分たちで進める取り組み～  

                       実行委員を中心に取り組んだこと↓   

○スローガン .６視点目標 ○服装 ○持ち物  

○ルール ○お小遣い ○ＵＳＪのグループ  

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

↑服装について・・・実行委員会を中心に全員

で討議・・・結果「制服」で行くと決定。  

                        持ち物についての注意事項やお小遣いにつ  

いてなども実行委員が全体に聞き，最終決定  

をした。     ↓実行委員会のようす  

                          

 

 

 

 

 

 

「ユニバーサルスタジオジャパンでの活動形態について」  

○実行委員会で検討（生活班でどうですか）⇒クラスで意見  

集約（反対意見多数）⇒実行委員会で検討（学年でくじでグ  

ループをつくる）⇒学年集会にて発表（数人・反対意見）⇒  

実行委員会（3～7 人グループを自分たちで考え組む）⇒決定  

学年集会にてグループづくり・・・グループ決定  

☆ 実行委員会・学年集会など 7 時間以上かけグループ決めの      実行委員会での討議資料  

討議をした。途中，紆余曲折を経たが，最終的には，皆が本音で意見を言い合うなど，この学年

の「弱み」（表面的な言い合いしかできない）を少しでも克服することができた。  



 14

修学旅行：2日目課題学習訪問場所一覧
A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7

リーダー
メンバー

テーマ

1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

1.17希望の灯り○
慰霊と復興のモ
ニュメント

1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

人と防災未来セ
ンター

1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

ラインの館 1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

ラインの館 人と防災未来
センター

ラインの館 1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

ラインの館 神戸港震災
メモリアル
パーク

神戸港震災
メモリアルパー
ク

ラインの館 神戸港震災
メモリアル
パーク

神戸港震災メ
モリアルパー
ク

神戸港震災メ
モリアルパー
ク

1.17希望の灯り
○慰霊と復興の
モニュメント

人と防災未来
センター

神戸港震災メ
モリアルパー
ク

ア南京町 王子動物園 元町商店街 南京町 水の科学博物館 北野異人館 南京町 南京町 王子動物園 王子動物園 風見鶏の館 須磨海浜水族館北野天満宮 王子動物園

イ
ハーブ園 カワサキワール

ド
須磨海浜水族
館

南京町 ハーバーランド 北野異人館 北野異人館 南京町 生田神社 神戸市立青少年
博物館

南京町 南京町

新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅 新神戸駅
（昼食）
☆

徒歩 布引バス亭 徒歩 布引バス停
ハーブ園（昼食） 布引バス停 三宮（地下鉄） 王子 徒歩 地下鉄西神
☆ 王子動物園（昼食） 地下鉄三宮 ラインの館 北野異人館 アメリカンテディ バス 三宮・・三宮（阪急） 北野天満神社 王子動物園

☆ 希望の灯り 　オランダ館 三宮 ベアミュージアム 王子動物園 ラインの館 南公園駅
　慰霊と復興の 東遊園地 春日野道駅（阪神） 神戸市立
　モニュメント 慰霊と復興の 三宮（昼食） 北野天満神社 　青少年科学館

モニュメント ☆ 人と防災 　　（昼食）
旧居留地 ラインの館 未来センター 王子動物園 風見鶏の卵 ☆ ラインの館

　（昼食）
元町商店街（昼食） 北野異人館 ☆ シティーループ
☆ ●CP 市役所前 王子 風見鶏の館 元町商店街駅

●CP 東遊園地（昼食） 布引バス停 市民広場(駅） 中華街
大倉山駅（地下鉄） 昼食 ☆　慰霊と復興の オランダ館 （昼食）

王子公園 ☆ 春日野道駅（阪神） 　モニュメント 王子公園駅 三宮（阪急） ☆ 三宮
ラインの館 阪急三宮 水の科学館 三宮 ●CP トーマス坂 　（阪急） 春日野道 希望の灯り
●CP 花時計 地下鉄三ノ宮駅 慰霊と復興の

希望の灯り 南京町（昼食） 希望の灯り 元町商店街 市役所前 ラインの館（昼食） 三ノ宮駅 人と防災 モニュメント
　慰霊と復興の 元町駅 ☆ 元町商店街 ☆ 未来センター ●CP

徒歩 　モニュメント●CP 　慰霊と復興の 南京町（昼食） 中華街 ●CP ☆　(昼食）
須磨海浜公園駅 　モニュメント ☆ 希望の灯り 生田神社 元町駅（阪神） 中華街

シティーループ市役所前 ●CP 慰霊と復興の 春日野道駅
希望の灯り メリケンパーク 南京町 モニュメント●CP
　　慰霊と復興の 神戸港 須磨海浜水族館 大倉山駅（地下鉄） 元町商店街 三ノ宮駅 シティーループ 人と防災
　　モニュメント 　メモリアルパーク ●CP 徒歩 三宮 神戸港震災 神戸ランプ 未来センター

希望の灯り 神戸フランツ メモリアルパーク ミュージアム 灘駅 メリケンパーク
徒歩 カワサキワールド 神戸震災 　　慰霊と復興の 神戸駅 中華街 希望の灯り （JR) ●CP メモリアルパーク

　メモリアルパーク 　　モニュメント 慰霊と復興の
●CP 神戸港震災 モニュメント 須磨海浜公園

南京町 メモリアルパーク ●CP 須磨海浜水族館
　　シティーループ⑮ ハーバーランド メモリアルパーク 　

ポートタワー 神戸フランツ ポートタワー（見学）
ポートタワー見学 須磨海浜公園駅 シティーループ① ポートタワー（見学） ●CP

シティーループ 春日野道駅
ポートタワー 須磨

元町駅 ポートタワー 神戸（駅） 元町
ポートタワー ポートタワー 　　ハーバーランド 徒歩

ポートタワー ポートタワー ポートタワー ポートタワー
ポートタワー ポートタワー ポートタワー

11:30

12:30

15:00

16:30

17:30

18:30

18:00

17:00

訪問先

16:00

14:00

13:00

11:00

12:00

13:30

14:30

15:30

(２ )「やってみる」力の向上のため②～自ら進める分散学習～  ↓神戸での分散学習計画一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行グループ別課題学習について「ねらい」を①「66 年前，原子爆弾が落とされ壊滅的な被

害を受けた広島と，16 年前，震度 7 の揺れを記録した阪神大震災によって甚大な被害を受けた神

戸を訪れ，当時の被害の大きさやようすを学習するとともに，その後の復興のあゆみを知ること

で，支えあい・助けあうことの大切さや，希望を持つことが前進へとつながったことを知るとと

もに，3 月 11 日に発生した東日本大震災によって大きな犠牲・被害を受けた東北地方の復興への

願いとかさなるような取り組みにしていく」，②「訪問先を自分たちでテーマにそって選び，自主

的に活動に取り組む。また，事後学習で発表することで表現・技能の力を身につける」，③「班活

動を通してなかまとつながりあい，互いを認めあい，助けあう大切さを体得する」とした。  

活動グループは学級での生活班とし，訪問先決定の方法は

広島・神戸とも全班テーマは「復興」とした。広島では平

和公園・平和記念資料館や平和に関する資料館を訪れ，神

戸では，必ず 2 ヶ所は阪神大震災に関わる場所を訪問し，

その他については自分たちで，自主的に見学・訪問先を決

定することとした。事後学習として，①「壁（班）新聞の

作成…発表内容は自由（できるかぎり見やすく，きれいな

もの，自分たちが行った場所をわかりやすく説明する），②

「テーマ『復興』に関わる発表を（広島・神戸について学んだこと）体育館での舞台発表で行う。

できるかぎり「復興」への願いが伝わるような発表にする（例：紙芝居 朗読劇発表 寸劇発表 

作文での発表 ビデオ発表 パソコン《工夫して》での発表等）」を実施することにした。  

広島分散学習訪問先（広島駅出発）

・ 原爆ドーム（全班）  

・ 本川小学校（４班）  

・ 袋町小学校（２班）  

・ 旧日本銀行広島支店（２班）  

・ 平和公園碑めぐり（全班）  

・ 平和記念資料館（集合場所）  



 15

（３）「まなぶ」力の向上のため・・・平和を願う学習の取り組み・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のようなねらいや計画のもと，およそ 8 時間かけて平和学習を行ってきた。現在の広島につ

いての調べ学習から，戦後，「広島がどのように復興してきたのか」を学習した。そして，そもそ

もなぜ，どのような過程で「ヒロシマ」に原子爆弾が落とされたのかを考えるとき，日本が戦争

に至った経緯をしっかりと学習することが大切だと思い，太平洋やアジアにおけるできごと，そ

して沖縄戦や自分たちの住む町「四日市」での空襲につ

いても学習を積んだ。そして，平和学習のまとめとして，

広島での班別分散学習，平和公園において語り部さんか

らの聞き取り学習を行った。校内においては，本校教師

の祖父（小学校教師）が残した戦争関連の資料をお借り

し，展示した。軍隊手帳や当時のこどもたちのようすが

わかる資料を廊下に並べたところ，70 年も前の出来事で

あるが，それら資料から当時のようすがよく伺え，平和

学習を進めていくうえで大変貴重な学習教材となった。  

「いのちの尊重」と「人権を守る」ことの大切さを，平和学習を通して理解する。 

・ 戦争の惨めさを知り，戦争に対し怒りをもつ。 

・ 平和な世の中は，過去の出来事があって成り立っていることを知るとともに，平和の大切さを知り 

 反戦の意識を持たせる。 

・ 戦争が残した傷跡を知り，戦争の悲惨さを次世代へつなげる。 

・ 平和を維持していくために，私たちがしていかなければならないことを考える。 

 学習計画 

 第 1時・・・・・・広島について                  ⇒4月 20日（水）第 5限 

 第 2時・・・・・・戦争とは① ワークシート            ⇒4月 21日（木）第 6限 

          「開戦にいたるまで」「四日市の戦跡」           

 第 3時・・・・・・戦争とは②                   ⇒4月 25日（月）第 5限 

          「朝鮮半島について」「アジアについて」「太平洋戦争」「沖縄戦」 

 第 4時・・・・・・「沖縄戦」について知る（「沖縄戦ビデオ視聴」感想記入）⇒5月 18日（水）第 5限 

 第 5時・・・・・・沖縄戦で感じたこと・現在の沖縄について・そして「ヒロシマ」へ 

                                   ⇒5月 26日（木）第 6限  

 第 6時・・・・・・広島におとされた原子爆弾とは（調べ学習）⇒パソコン室 ⇒6月 1日 第 5限 

                                      （A 組は６月２日） 

第 7時・・・・・・広島におとされた原子爆弾とは発表          ⇒6月 6日第 5限 

第 8時・・・・・・「ヒロシマ」平和学習に向けて            ⇒6月 10日第 6限 

                    『ＴＢＳ戦後 60年特別企画「ヒロシマ」』ビデオ視聴 

6月 20日【月】修学旅行にて 

⇒広島分散学習（袋町小学校・旧日本銀行広島支店・本川小学校・平和公園内記念碑めぐり・ 

          平和記念資料館見学） 

  ⇒平和講和   平和公園追悼祈念館   事後学習まとめを，2学期舞台発表の予定 
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↑中学校の廊下に展示された戦

争関連の資料 （本校教師の祖

父のものより）  

左の学年通信は沖縄戦を学習し

たあとに発行されたものである。

沖縄戦ではビデオ視聴をし，感

想を記入し，発表した後，「さと

うきび畑」を聴き，思い浮かべ

た情景を記入しあった。  

⇒生徒感想「この唄の歌詞にあ

る見渡す限りの海や大きなサト

ウキビ畑が目に浮かびます。そ

んなすてきな沖縄にあった地上

戦がとても辛いことだと実感し

た。そしてその悲しさが『ざわ

わ』という風の音からきこえて

くるような気がしました。最後

の『この悲しみは消えない』と

いう部分には，戦争をなかった

ことにはできないから私たちが

これから考えていかなければな

らないのだと思いました」  

 

そして現在の米軍基地の問題

や，その後「ヒロシマ」へと向     

かう戦争の跡について学習した。 
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「今のビデオを見ていたら，原爆を使用したから戦争が

終わったという外国の話を聞きましたが，もっと平和に

分かち合えなかったかと思います。語り部さんからは当

時の状況や人々の気持ちなど，とにかく今，生きている

私たちに，その当時の人しか感じられなかったことを聞

きたい。そして聞いたことをしっかりと受け止め，それ

を伝えていきたいと思います。最後に『平和って何です

か』と聞きたい。今の時代のありがたさを（自分が）感

じられたらと思います」  

「ヒロシマ」平和学習  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 平和資料館での学習のようす⇒  

                  

                 聞き取り学習のようす↓  

 

 

 

旧日本銀行広島支店より  

ここで出会ったＮＰＯ法人  

の方より「MY HIROSHIMA」  

（著者：森本 順子さん）という          しおりに記入された生徒感想より  

本を生徒全員分いただきました。    「ビデオで見るだけでは伝わらない，被爆したもの

の感触とか，教科書を読むだけでは解らない原爆被

爆者の状態とか，実際広島に行くことでしか伝わら

ないものをたくさん感じることができました。そし

て特に思ったのは，遠く感じる昔の戦争にも，私た

ちと同じ，死を恐れて幸せを夢見る人たちが，あの

とき確かにそこに生きていたということです。（省略）

お話しを聞いて命を大切に思う気持ちは同じなんだ

と思いました。一人ひとりに人権があって，尊重さ

れる今を，私たちは犠牲になった人たちのことを忘

れずに生きていかなければならないと思いました」  

←ぎっしりとかかれたしおりのメモ欄     

「ヒロシマ」平和学習ビデオ視聴の感想と語り部さんに

聞きたいこと・・・  
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↑なかまや，まわりの人とのつながりの中に自分たちが生きていることを実感した。↓  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輝け３Ｂ ＴＨＡＮｋ ＹＯＵ隊 出動！ 
～ありがとうを大切に～ 

２０１１．７．

NO．１３

ありがとう第２弾。いろんな人にありがとう。知らないところでいろんな出会いがあったんだね。  
☆家族へ  
・修学旅行に行かしてくれてありがとう。帰ったときに温かく迎えてくれてうれしかったです。ホテルも良かったけ
ど、やっぱり家が落ち着くなと思いました。  
・修学旅行に行かせてくれてありがとう。とても楽しかったです。ホテルのご飯、めっちゃおいしかったよ！（お弁
当のから揚げおいしかった！）  
・朝、いってらっしゃいって言って私たちを送り出してくれたし、いっぱいお金かかるのに楽しんできてって言って
くれました。ありがとう。  
・いろいろお金とかかかってると思うけど、行かせてくれてありがとう。  
・修学旅行のために、いやいつも仕事頑張ってくれてありがとうね。・修学旅行に行かせてくれてありがとう。  
☆先生へ  
・７７人もいるメンバーを休まずにまとめてくれてとても助かりました。自分もとても助けてもらい感謝しています。 
・先生たちがいてくれなかったら、こんな修学旅行にならなかったと思います。今までの時間をこのメンバーで過ご
せてよかったと改めて感じることができました。楽しい修学旅行にしてくれてありがとうございました。  
・めっちゃいいホテルとめちゃいい中華の店と皆あまりトラブルのないよう指導してくれてありがとうございます。  
・いろいろ注意してもらったし、だけど楽しかった。ありがとうございます。  
・自分たちが寝てからしか寝れなくて、自分たちが起きる前に起きて本当に大変  
だと思うのに、私たちを楽しませてくれました。本当にありがとうございました。  
・いつも私たちに目を配っていて、安全に安全にしてくれてありがとうござ  
いました。やっぱり実行委員や先生が一番頑張っていました。  
☆ホテル同室だった○○さんへ  
・夜中の怪奇現象を一緒に乗り越えてくれてありがとう。とってもたのしかったです。  
・にぎやかでとっても楽しい時間を過ごせました。おもしろい話をたくさん聞かせてくれてありがとう。  
・面白い話やＵＮＯで楽しい思い出を作らせてくれてありがとう。  ・起こしてくれてありがとう。  
☆広島の路面電車でお話したおばあさんたちへ  
・少し怖いイメージを持っていた広島で、元気な笑顔で「広島はええとこやろ～」と言っている姿に本当にこの町が
好きなんだと思いました。昔、原爆が落とされたからと言って、そこに住まう人々は私たちと同じ自分の町を愛して
いる人なんだと知ることができました。  
☆バスガイドさんへ  
・退屈になるバスの中を明るく盛り上げてくれました。とっても楽しかったです。  
☆広島で戦争について話してくれたおじいさんへ  
・いろいろ聞けて良かったです。・興味深い話を聞かせていただきました。  
☆青い服を着た宅配便の人へ  
・生田神社への行き方がわからなかった私たちに地図を使って丁寧に教えていただき、ありがとうございました。  

輝け３Ｂ ＴＨＡＮｋ ＹＯＵ隊 出動！ 
～ありがとうを大切に～ 

２０１１．７．７

NO．９

 
神戸では、各班で班別分散をしました。どの班も震災に関係する施設を見学しました。ラインの

館、１．１７希望の灯り、慰霊と復興のモニュメント、人と防災・未来センターの感想をしおりから紹介します。  
・希望の灯りを見たとき、この灯りにはいろんな方の願いが詰まっているんじゃないかと思いました。  
・阪神大震災は本当に大きな被害だったんだと思いました。震度が大きいほど被害が大きくなることを実感しました。 
・ボロボロになった家の写真や折れ曲がった側溝の蓋を見ると、震災の大きさはものすごいものだったということが
よくわかりました。炎で焼けた看板や焦げたレンガを見ると火災の被害も大きいものだったということがわかりまし
た。「復興」までの道のりは肉親を無くした悲しみもあると思うけど、助け合いの温かさもあったんだなと思った。  
・１．１７希望の灯りは予想していたものより小さかったです。でも、震災で被害にあった人の気持ちがこもってい
るって思ったら、火がとても熱く、大きく思えました。  
・震災で残してくれたものは ,やさしさ ,思いやり ,絆 ,仲間など普段忘れているものがとても大きいものだと思った。  
・港の近くに震災が残したものがあり、とても驚いたし、こういうものを残していくということは震災があったこと
を風化させないためのものだと思う。  
・モニュメントの中には花とお菓子と水とお茶と手紙が６月１７日に書いてあるものがあってすごく最近なのにそう
やって今も、地震で亡くなった人たちのことを思って持ってきている人がいて、悲しみは続いているんだと思った。  
・モニュメントのところは、こんなにも人が亡くなったと思うと胸が痛くなった。  
・港には地震で崩れた地面が残されていて、「被害は後世に残すため」だとメモリアルパークに刻まれていました。
被害を受けた人はきっと忘れてしまいたいことなのに、後世の人には忘れてもらいたくないんだろうなと思って、知
ることだけでもその人たちの願いを受け止めていることになるのだと思いました。  
・モニュメントなどでは、震災からここまで立ち直れたことは一番すごいと思った。だから東北の人にも諦めずに頑
張って欲しい。そのために自分たちのできることを精一杯やっていきたいと思う。  
・慰霊と復興のモニュメントに行って、たくさんの人たちの亡くなった名前を見て、大震災の悲惨さが伝わってきま
した。花も供えてあった今でも震災の傷が残っていると知って悲しい出来事だと思いました。  
・１．１７希望の灯りはとても小さく目立たないものだったけど、その灯りから人の努力や悲しみ、復興への道のり

が写って見えるような気がしました。 ・希望の灯りは見ていて、心が安らぐような感じでした。 
・モニュメントは上に水があってとても美しかったです。  
でも、そんな中に被害にあって亡くなった人の名前が  
たくさんあって、とても複雑でした。  

・希望の灯りは、火が点いてるだけだけど、地震があって復興という希望をもって  
頑張ってきたのが伝わりました。  

・モニュメントは本当に静かで水の音が切なくて誰かが泣いているような気がした。  
・供えられていた花束には手紙が一枚あり、それは最近のニュースや家族のことが書いてあった。実際にはしゃべれ
ないけど、手紙でしゃべっているのではないかと思った。  
・人と防災未来センターでは、リアルなＣＧを見て、怖くなったが、援助の話を読んで心が温かくなったりしました。 
みんなが生まれる前に起こった阪神大震災。そして、みんなが体験した３月１１日の東日本大震災。修学旅行で神

戸を訪れて、感じたことは震災が起こったなんて思えないほど復興していたことではないでしょうか。広島、神戸を
訪れて感じた２つの「復興」。今度は、みんな一人一人が東日本大震災の復興の担い手の一人です。私たちができる
ことは小さなことかもしれませんが、震災を自分の事と考え、自分のできることからやりましょう。  

学級通信より：あ

りがとうの気持

ちを伝えよう･･･

(４ )「つながる」力の向上のため～感謝の気持ちでつながろう～

一部省略してあ

ります。  

神戸で学んだこと  

大震災の跡を辿って
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だいすき つながる 

じっくり やってみる

ユニバーサルスタジオジャパン・教育プログラムの実施……事前学習 2 時間  

               ユニバーサルスタジオジャパンの  

               Education Program を行った。  

               事前でおよそ 2 時間の学習をつみ  

               以下の課題に対して当日取り組んだ。  

               ①「職業・職種をイメージする目を  

               養う」，②「『役割』の視点で職業  ↑クルーに話しを聞く  

                職種を考える」，③「『意志』『役割』  保々中生徒  

↑ ワークブック    『能力』の関連で職業・職種を考える」  

事後学習について  修学旅行事後学習・・・個人新聞と班発表  

「修学旅行個人新聞」「体験・聞き取り『復興へのあゆみ』発表」  

①「個人新聞」  

・B4 レポート用紙に書く。紙は縦に使用。  

・３日間の道中記を書く。  

・個人名を必ず入れる。  

・新聞のタイトルは自分で考えて書く。  

・いつの出来事かわかるように日付を入れる。  

・感想は必ず書く。  

・写真やパンフレットを貼ってもよい。  

 ⇒1 学期末に廊下にて発表・文化祭においても展示  

②「体験・聞き取り『復興へのあゆみ』発表」  

・広島．神戸の班別分散学習で学んだことについて発表計画をする。  

・テーマに沿った内容で作成すること。    ・各班，５分程度の発表になるよう計画する。  

・発表形式は自分たちの思いがよく伝わるように工夫する。  

例）・寸劇・朗読劇・レポート発表（パワーポイント）・ビデオ制作  

  ・かみしばい・聞き取り発表・映像を入れ一問一答式での発表など  

・写真．パンフレット．資料．絵など視覚教材があれば使ったほうが良いが，各班で取り出せな

い場合は，先生にいう。（資料等を取り込むなどできるように資料をきちんと集めて整理しておくこと。）  

・協力し，工夫し，自分たちが学んだことを精一杯伝え，みんなで平和のありがたさ，復興への

あゆみへの願いを表現していきましょう。  

５～７時間で終了予定です。2 学期のオープンデー（10 月 1 日【土】で発表予定（発表日は

変更するかもわかりませんが）です。班で協力して，アイデアを出し合い頑張りましょう。 

９月１４日現在 Ａ組１班「震災の苦しみ」 ２班「震災から学ぶ～人と人とのつながり～復興
へ」 ３班「震災」 ４班「復興～今，日本のすべきこと」（プレゼンテーション）５班「ＰＥＡ
ＣＥ」 ６班「ボランティア」 ７班「防災」（プレゼン） Ｂ組 １班「震災」（プレゼン） ２
班「地震」 ３班「平和への道」（紙芝居） ４班「原子爆弾について」（劇） ５班「震災から
の復興」（プレゼン） ６班「阪神大震災より」（模造紙） ７班「復興」（プレゼン）         
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 (５ )２０１１年度の取り組みを振り返って  

○行程・東京から広島に急に変更したこ  

ともあるが，その点では適切であった。  

・広島⇒神戸を新幹線移動にしたのはよかっ

た。特に神戸での日程に余裕ができた。  

・広島での時間をもう少し確保したかった。 

・平和講和は大変有意義であった。だからこ

そ，質問時間をさらにとれるとよかった。

資料館での見学ももっととりたかった。宮

島見学はよかった。      

○事前・実行委員会を何回も行い生徒が自

主的に進める修学旅行の取り組みになった。 

・スローガン（６視点）・服装・ルール・  

お小遣いを実行委員会中心に討議・決定し

たことから自治意識が向上した。     

・ＵＳＪでの活動グループ決めについても実行委員会を中心に多くの時間を費やした。二転三転

したが，最終的に学年がまとまる方向に進むとともに，意見を言い合う活動ができたのは，こ

の学年がもつ「弱み」の克服に向けた取り組みにつながった。  

・神戸分散や広島分散では班の中で意見を言い合い決めていくことができたが，班の中で意識に  

差があった。当日は協力して取り組めた。  

○平和学習  

・８時間以上をかけて取り組んだ平和に関する学習は，戦争に対する知識を得ただけでなく，平  

和への願いを一層高めることができ，たいへん良かった。  

・聞き取り学習も生徒にとってはたいへん印象が深く残り，平和学習のまとめとしてよかった。    

○事後・１学期中の時間が少なく，直後の事後指導の時間をもう少し確保したかった。  

                Ⅴ おわりに  

                ２０１０年度・２０１１年度と，保々地区で取り組む『１８  

年間（社会へ）の育ちのプログラム』を基本に“目標”を設

定することで「修学旅行でつけたい力」をみんなで共通認識   

                して進めていくことができた。２０１１年度は急な行き先変  

↑解散式であいさつする実行委員会更があったにも関わらず，「自分たちが修学旅行で何を目指  

しているか」を忘れることなく，教師・生徒そして保護者とも充実した修学旅行にすることがで

きたのも，その成果であると考える。中学校生活の中でも一大イベントである修学旅行での取り

組みを，生きる力に結びつけていくため，今後も成果と課題を明らかにしながら，学校・園，家

庭，地域が一体となり“今を未来につなげるとりくみ”を続けていきたい。  
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